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プロジェクト立ち上げの背景

◆常磐地区市街地再整備事業計画
常磐地区では湯本駅前の公共施設の再編・集約と民
間商業施設の併設される観光交流拠点整備を含む常
磐地区市街地再整備事業計画が進められており、公
民連携事業が始まろうとしています。

◆「あとち」暫定利活用
その事業用地の一部として使用される予定の市営住
宅天王崎団地の跡地（1080㎡）を約3年間、暫定的
に利活用するため、じょうばん街工房21はいわき市
と基本協定を結び、市と連携して「あとち広場」と
「あとち集会所」を整備し、管理運営を行っていく
こととなっています



プロジェクトの目的
街が大きく変わっていく転換期にある常磐地区で、持続可能なより良いまちづくりを進めるためには、
民間の活力を高め、行政しっかりと連携していくことが重要です。

このプロジェクトの目的は、地域の人々のまちづくりへの関心を高め、対話を促し、パブリックマイ
ンドをもってまちづくりに積極的に関わる人材を育てることです。
また、将来的には地域課題を解決する事業や活動の創出につなげ、持続可能な仕組みで街の活力を

高めていきます。

まちづくりへの関心を高める

対話や学びの場を作る

まちづくりの人材を育てる

楽しく地域につながる場を作る

地域の活力を高める



プロジェクトの目的
このプロジェクトは豊かなまちを創っていくために欠かせない「人」に焦点をあて、継続的に街
の活力を高めていく好循環を作ることを目的としています。

具体的には、以下のような目的のために「しくみづくり」「人材育成」「社会実験」「情報発
信」という4つの観点から、さまざまな事業を実施します。

・地域の人々のまちづくりへの関心を高める
・市街地再生に関する地域の人々の意見抽出や機運醸成を行う
・地域の人々に立場や年代を超えた対話を促す
・地域の活動に参加する人増やす
・豊かな公共空間を自ら創り育てていく意識を醸成する
・個々のプレーヤーのネットワークをつくる
・未来を担う若い世代の、地域への愛着と実践する力をはぐくむ
・地域課題を解決する事業や活動をあたらしく生み出す人材を育てる



芝張りワークショップ
（R.4 10.22)

大人約35名、子供約15名が参
加した
公共空間を楽しみながら自分た
ちの手で作っていくことで、愛
着を持ってもらい、地域活動へ
の関心を高めることができた



あとち広場の
あそび場づくり
土管（ヒューム管）の設置
広場のシンボル的な存在になり“土管広場”と呼
ばれるように
子供たちの遊び場として
コスプレイヤーなど観光客の写真スポットにも
ハンモックの設置
ゆっくり休む場所
図書を読む場所
小さな子供たちを遊ばせる場所として

その他、テントやごみ箱などもイベント時に活
用しています。



図書スペースと
フューチャーセン
ターの整備

• 図書スペースは皆で作り上げていくというコンセプトで「本のな
い図書館」としてオープン

• 「フューチャーセンター」まちづくりの情報拠点として、ビジョ
ンブックの展示や、まちづくり関連資料、まちづくり系図書を設
置



いわきゆかりの著名人
による選書

＜選書していただいた方（敬称略・順不同）＞
内田広之（いわき市長）、西澤順一（常磐興産（株）社
長）、株式会社マルト（寄贈）、村西とおる（映像監督）、
ブリドカットセーラ恵美（声優）、小平和道（JRA競走馬リ
ハビリテーションセンター所長）、権丈泰巳（自転車文化
発信交流拠点 ノレル？ディレクター）、佐久間宣行（テレ
ビプロデューサー）、庄司秀樹（東洋システム社長）、富
田望生（女優）、皆川猿時（俳優）、井上直美（いわき観
光まちづくりビューロー会長）、佐藤玲奈（アナウン
サー）、服部樹理（いわき市教育長）、武山忠弘（いわき
市総合図書館館長）、小野紗由里（アナウンサー）、あか
つ（芸人）、小野栄重（いわき商工会議所会頭）、常盤峻
士（ときわ会グループ会長）池田速人（元アナウンサー・
福島放送いわき支社長）

いわき市長はじめ、芸能界や経済界など
様々な分野から、いわきに所縁のある方に
選書していただきました



サッカーまんが
図書館

J2いわきFCホームタウンであ
ることから、「サッカーまんが図
書館」として人気ランキング上位
のサッカー漫画を全巻設置
R.5年3月26日にいわきFCのホー
ムゲームに合わせて「サッカーま
んが図書館」オープン

こどもの「あとち」利用者が格段
に増えました



DIYワーク
ショップ

• 親子で参加できる、ハロウィン
ランタンづくりワークショップ
を開催し、作品をあとち集会所
に展示

• 2月～3月には第2弾として高校
生を対象とした屋台づくりワー
クショップを予定している



まちづくりワー
クショップ
ファシリテーターは『いわき湯本温泉ブ
ランド化作戦会議』の座長を務めるトコ
ナツ歩兵団渡辺祐介氏
まちづくりに関わっている若い世代を中
心に15名が参加
R.4年度は
「お客様を迎える旅館としてどうかんが
えるか」「湯本には何が必要か？」「湯
本でやるならこんなビジネス」の３つの
テーマでディスカッションしました

R.5年度は
温浴施設にテーマを絞って、アイデアだ
しをしたり、具体的な公民連携手法や事
業の作り方を学んでいます。



まちづくり勉強会
R.4年度は6回、R.5年度は7回の計13回開催
ファシリテーターはNPO法人TATAKIAGE 
Japanの松本丈氏

事前に課題図書を読み込んできてレポートを
提出し、当日はディスカッションするという
「読書会」形式を基本

その他、中之作での移動講座やGuesthouse
Haceでの意見交換会、テーマを設けたディ
スカッションなどのプログラムを開催

民間、行政両方の立場から計26人が参加



未来の図書館まなび
のプログラム
図書館プロデューサーの岡本真氏（アカ
デミックリソースガイド株式会社）の
コーディネートで八戸市、紫波町、恩納
村と3か所を視察
各所で7か所の図書施設を含むさまざま
な形の公民複合施設などを見学
3ヵ所に対して、それぞれ事前研修・事
後研修の2回を開催
さらにワークショップ、シンポジウムを
開催し、湯本駅前にふさわしい複合図書
館のあるべき姿を模索し、観光交流視察
の提言へつなげます
※視察の旅費は参加者の自己負担で実施
しました



かわら版
本事業を中心にまち
づくりの情報発信や
イベントの告知、街
の人の声などを掲載
したかわら版を発行
R.4年10月より月1回
のペースで回覧板で
常磐地区に全戸配布
した



プロジェクトの成果
芝張りワークショップやランタンづくりワークショップでは多くの

親子が参加し、楽しみながら地域の活動につながる場を作ることがで
きました。
また、あとち集会所の図書スペースの整備やあとち広場のあそび場

づくりは、小さな子供から高校生の居場所をつくれただけでなく、観
光客が過ごす姿も見られ、思いがけない効果もありました。
まちづくり勉強会や街づくりワークショップ、図書館学びのプログ

ラムでは、若い世代を巻き込みながら立場・世代を超えて対話をする
ことで、まなび合いが生まれ、多くの気づきがありました。
かわら版やSNSを通した情報発信、フューチャーセンターでの展示

などで、地域の人が常磐地区のまちづくりの現状を知り、地域の意見
交換の場などへの参加へつながったと考えています。



課題と今後の方向性
このように一定程度の成果はありましたが、現状ではそれらの効果は
単発に終わっていて、次につながる好循環を生み出すところまでは
至っていないのが現状です。
参加・関心からステップアップして学び・実践へとつなげていくに

は、これらの取組を継続的に行いながらも、個人個人へのフォローを
していくことと、より効果的な情報発信や参加しやすい対話の場づく
りが必要であると思われます。
来年度以降は常磐地区市街地再整備計画の進捗状況に合わせながら、

フェーズごとに最も必要な場づくりを多く開催し、誰もが参加しやす
いよう発信の仕方を工夫していきます。また、さらに関心の裾野を拡
げるために、より広く、深く伝わる情報発信の方法を検討していきた
いと思います。
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